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現在、本学の学長を務め、本研究所の所長も兼務めさせていただいております木村でございます。本日は大変暑く
なりましたが、その中を、多くの皆さんにお集まりいただきまして、ほんとうにありがとうございます。ただいま司会を務めてくださいます矢島先生からご紹介がございまし ように、大本山總持寺の横浜ご移転から明年がちょうど百年になります。このことを記念いたしまして、三年連続で関連する公開シンポジウムを進めさせていただいている次第です。　
昨年は少し専門的な、非常に綿密な研究に基づく 発表とシンポジウムを行なわせていただきました。今回はも
う少し広く、ご本山を取り巻く状況、つまり どういう歴史の中でご本山が成立し どういう文化 育みながら歩んできたのかということ 、その御移転の前後を中心に考察を進めるということで、この大会を開かせていただきました。　
お手元の「資料集」の中で少し触れさせていただいておりますし、私も後に の中でまた発言させてい
ただきますけれども、この時間を頂戴して、 「總持寺の歴史と文化」という問題の原点 もいえる 總持寺を開かれまし 太祖瑩山紹瑾禅師の禅の世界 ついて、少し前提的にお話をさせていただこうと思います。時間もござ まんので、大まかな話になりますが、ご諒承いただきたいと存じます。
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曹洞宗では、ご承知の通り、永平寺と總持寺を両本山とし、ご本尊として、それぞれのご開山でございます高祖道
元禅師と太祖瑩山禅師をお釈迦様の両脇に配し、三尊としてお祀りするというのが原則となっております。　
では、瑩山禅師の禅の世界は、どのようなものなのでしょうか。私は、とくに次のようなところに着目すべきでは
ないかと考えております。　
その第一は、私どもが受け継いできてお ます仏教を大乗仏教と申しますけれども、その大乗仏教の基本的な立場
を禅師は大変深く理解され、それを実践へと結び付けていらっしゃる いうことで 。大乗仏教と申しましても、実はいろいろ 流れがございます。 の中で、東アジアに伝わりま た仏教の主流は、如来蔵思想、あるいは仏性思想と呼ばれる系統です。分かりやすく申しますと 私どもと仏とが本質的に一つである。必ず私たちは だれもが になれる。――そういう深い確信に基づ 思想で 。禅師は、この思想の流れをしっかりと受け止め、独自の形で宣揚していらっしゃるので ないか、と うことでございます。　
第二点は、そうした大乗の立場を受け継ぎ広めていく上でも重要な「清
しんぎ
規」に関する認識と実践の問題です。清規
とは、 禅宗における戒律と、 行持、 つまり日常の生活の仕方に関わる決まりと儀礼を合わせたような性格のものです 、この清規が極めて重要であ ことを禅師は深く認識されてい した。一般的に「瑩山清規」と言われているのがそれで、さまざまな清規の中でもひときわ具体的に記述されており、毎日どんなことをしたらいいのか、月別にどういう行事があって、どのよう しなければ けないの さらに年間行事としてどういうことがなされるのか、といったことが詳細に論じられています。ここに記される通りの行持を 弟子さんたちとご一緒 実行しておられたの ょう。具体性、現実性をしっかりと具えた、この清規の認識 いうものが、禅師の仏教の大きな特徴の一つではないと思 のです。　
仏教が中国に伝わり、本格的に仏教教団が成立 、その規範が きてまいりますのは、五世紀の中国・南北朝時代
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の初期に道安法師が出られてからです。この道安法師のことを、 『法華経』や『阿弥陀経』などを翻訳されたことで広く知られている大翻訳家の
鳩くまらじゅう
摩羅什
法師は、 「東方の聖人」と呼んで敬ったと伝えられています。日本の禅宗にお
いて、具体性を持った形で清規を明示されたのが瑩山禅師でございますから、禅師はその道安法師とも比肩し得る側面を持っていらっしゃると私は考えております。　
第三には、従来から言われてきていることでございますが、瑩山禅師は一生のうちに何度か深い宗教体験を重ねら
れ、それと密接に関わる形で誓願を立てておられます。その誓願の中 、私は、とくに二十五歳の時に立てられたと言わ ます「大悲
闡せんだい
提
」の願が際立って重要であると思います。 「大悲」とは、大いなるあわれみの心のこと、闡提
とは、一般的には、正しい信心をも ず、仏になれないと る衆生のことです。ところが、 『
楞りょうがきょう
伽経
』というお経
には、衆生に対するあわれみの心から、あえて自ら仏にならず、衆生とともにあろうと誓う菩薩が出てきます。これが「大悲闡提」 、あるいは「菩薩闡提」と呼ばれる存在です。瑩山禅師は、まさしくこのような の在り方を自らの生き方としようと誓われた うことだろうと思います。　
さらに禅師は、晩年に至って、二つの誓願を新たに立てられて ます。そのうちの一つは「常発心」 、つまり、常
に発心し続ける、何度も何度も新たに発心する、とい ことです。 「発心」とは発菩提心、真実の悟りに向かおうとの決意のことです。禅師は、 死を間近 感じ取りつつ、 日々、 この決意を新たにされた でしょうか も 一つは「女人救済」の誓願、つまり女性を救い続けよう の願 です。これも 当時の女性たちが置かれていた状況がきわめて厳しく辛いも であったことを考える ことに重要な誓願であると思います。ここにも現実をしっかりと見て、いま何が大事か、どう たらいいのかという 現実重視の大乗仏教者 しての思いが表 いるのではないでしょか。しかも、これら は、単にこ 世に きてい 間にこうしましょう いうことでは く、未来永劫につながるものであったでしょう。こういう在 方を読み取ることが、瑩山禅師 禅の世界を理解 る上では大変大事なこと
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であろうと思います。　
もう一つ、上記の「女人救済」の誓願とも密接に関連することですが、檀信徒、すなわち、自分を信じ、帰依し、
布施をしてくれる在家の人々を禅師は大変大切にしておられます。高祖道元禅師の場合は、とくに永平寺に入られた後は、一人 も半人でも本物の仏教者を育てようという思いを中心に過ごされています。この点では、両祖の間には対照的な一面もあるといえましょう　
以上、瑩山禅師の禅の世界を考える時にとくに大事だ 思われるいくつかのポイントをご紹介しました。それは、
全体的には、いわば「ハイレベルな在家主義仏教」として捉えることができると思います。そして、現代においてこそ、この瑩山禅師の理念 生かしていくことが求められているとも思 のです。　
日本の仏教は、伝来以来、全体的に在家主義的な志向が大変強いです。これには、社会構造の問題、日本の伝統文
化の問題等、さまざまなことが関わってい わけでございますが、瑩山禅師の禅というのは、この流れに即応しつつ出家在家の枠組みを超えて広められる可能性をもって ると思います。　
例えば、坐禅そのものに関しても、道元禅師 坐禅は、 「只管打座」という言葉に象徴されますように、いわば純
粋な智慧の坐禅として性格づけられます。対して、瑩山禅師の坐禅は、 『坐禅用心記』にありま よう 、大悲の坐禅です。 と慈悲は大乗仏教の両輪で、どちらが上と ことはありません 後者に重点を置 た形の坐禅を瑩山禅師は宣揚していらっしゃるわけです。　
最後に、さきほど申し上げました「大悲闡提」の誓願について、少し補足させていただきます。この誓願は、まさ
しく行動の仏教を志向するものです。例えば、中国の隋・唐の時代に、三階教 いう新仏教が興りました。や て弾圧されて、宋代に ほぼ姿を消して まうのですが、こ 三階教 人々は 「闡提 た の仏教」を自負していまかれらは、末法の時代の邪見を事 する人間、どうしようもない社会を何 かしたい。皆が救われるためには、誰も
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が自らの悪を認めるとともに、すべての衆生に手を合わせるという実践以外にはない、と主張して、一時は爆発的に教えを広めました。瑩山禅師の「大悲闡提」の誓願とそれに根ざす実践には、この三階教とも通ずるところがあると思うのです。　
現代は、もちろん、瑩山禅師の時代とは大きく異なります。ですから、当然、慈悲の具体的なありようも違ってき
ます。けれども、 根本的には、 それは正しい修行の中で得られてくる縁起の自覚 基づいて自然に出てくるものでしょうし、禅師の大悲闡提の誓願 つなが もので ょう。ともあれ、瑩山禅師の禅 世界を学ぶ とを通じて、私たちは、自らがなすべきことについて、さまざまな深い示唆をいただくことができる で 。　
これからお二人の先生にそれぞれお話をいただくわけですが、このような太祖瑩山禅師の禅の世界 性格を頭に入
れ、それが歴史の中でどういう形で現れ、あるいはそこから離れてきているのか、そのあたりも一つの観点 してもちながら、お聞きいただければあり た と思い す。　
私のご挨拶を兼ねてのお話をこれで終わらせていただきます。ご清聴、ありがと ございました。
